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1999年12月に世界遺産に登録された東照宮、二荒山神社、輪王寺などの日

光の文化財のなかでも、東照宮は徳川家康（1542～1616）を祀る神社として広

く知られている。元和2（1616）年4月17日に駿府城で家康が亡くなると、幕府

はその遺言により駿河久能山に葬ったが、一周忌に下野国都賀郡日光山に日光

社殿（東照社）を造営し改葬した。東照宮が現在の姿に整備されたのは、3代将

軍家光の寛永年間である。

陽明門は、東照宮境内の三神庫、神厨（御馬屋）などのある表神域と、本社、

唐門などのある内神域の境界に建つ（図1）。正面の唐破風の下には「東照大権

現」の額が掲げられていて、その裏に「元和三年三月廿八日」の刻銘があり、元

和2年に駿府城で亡くなった家康の霊を祀るため東照宮の社殿が建築されたこ

とを示している。現在の陽明門は寛永13（1636）年に造られたものであるが、

その後も陽明門はいくたびか修理を重ねていることが、残された修理記録など

でわかる。ここでは、200年近くも隠され、修理時のX線調査で発見された幻

の絵の謎について述べる。

昭和46（1971）年の陽明門修理の際に、現在、立木牡丹の浮き彫りがある東

側壁の羽目板をとりはずしたところ（図2）、下から

錦花鳥の絵が現れた（図3）。顔料分析などの科学調

査を行った結果、塩基性炭酸銅（岩緑青、岩群青）、

塩基性炭酸鉛（鉛白）、硫化水銀（朱）などの顔料を

用いていることが明らかになった。また、試料を赤

外分析したところ、桐油や荏胡麻の油に相当する赤

外吸収スペクトルがみられたことから、この絵は唐

油彩色で描かれていることがわかった1）。

当然、西側壁の羽目板の下にも古い絵が残ってい

ると予想されたが、西壁はすでに修理工事が終了し

ていて羽目板をとりはずすことができない（図4）。

そこで同年12月15～17日の3日間と翌年5月31日

～6月3日の4日間の2回にわたりX線透視撮影を行

ったところ、予想通り別の絵が現れた（図5）。しか

し、上と下の図柄が重なってX線フィルム上で全体

図1 日光陽明門（内側）
（口絵カラー参照）
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図2 陽明門東側壁羽目板

図3 同下から現れた錦花鳥の絵1）（口絵カラー参照） 図5 同X線透視写真（35kV, 4mA, 5分）1）

図4 陽明門西側壁羽目板


